阿部 一 族 



メ. 4 區ダ 



になって、 護国 山 妙 解 寺が 建立 せられて、 江戸 品 川 東 

海 寺から 沢庵 和尚の 同門の 啓 室 和尚が 来て 住持に なり、 

それが 寺 内の 臨 流 庵に 隠居して から、 忠 利の 二 男で 

出家して いた 宗玄 が、 天 岸 和尚と 号して 跡つ ぎになる 

ので ある。 忠 利の 法号 は 妙 解 院殿台 雲 宗伍大 居士と つ 

けられた。 

岫雲院 で荼毗 にな つたの は、 忠 利の 遺言に よ つたの 

である。 いつの ことで あつたか、 忠 利が 方 目 狩に 出て、 

^ J の 岫雲院 で 休んで 茶 を 飲んだ ことがある。 そのと き 

忠利 はふと 腮髯の 伸びて いるのに 気が ついて 住持に 

剃刀 はない かと 言った。 住持が 盥に水 を 取って、 剃 
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れる と同じように、 大乗の 教え を 説く ような もの 

であろう。 

そんなら どうして お許し を 得る かとい うと、 このた 

もとつ ぐ 

び 殉死した 人々 の 中の 内 藤 長 十郎元 続が 願った 手段な 

どが よい 例で ある。 長 十郎は 平生 忠 利の 机 廻りの 用 を 

勤めて、 格別の ご 懇意 をこう むった もので、 病床 を 離 

お ぼっか 

れ ずに 介抱 をして いた。 もはや 本復 は 覚束ない と、 忠 

まつご 

利が 悟った とき、 長 十郎に 「末期が 近うな つたら、 あ 

かけもの 

の 不二と 書いて ある 大文字の 懸物を 枕 もとに かけて く 

れ」 と 言いつけ ておいた。 三月 十七 日に 容態が 次第に 

重くな つて、 忠 利が 「あの 懸物を かけえ」 と 言った。 



長 十郎は それ を かけた。 忠利は それ を 一 目 見て、 しば 

めいもく 

らく 瞑目して いた。 それから 忠 利が 「足が だるい」 と 

かいまき すそ 

言った。 長 十 郎は搔 巻の 裾 を しずかに まくって、 忠利 

の 足 を さすりながら、 忠 利の 顔 を じっと見 ると、 忠利 

もじ つ と 見返した。 

「長 十郎 お願いが ござり まする」 

「なんじ や」 

フ J 病気 は いかに も， > J 重体の よう に はお 見受け 申し ま 

する が、 神仏の 加護 良薬の 功 験で、 一 日 も 早う ご 全快 

遊ばす ようにと、 祈願いた してお リ まする。 それでも 

万一 と 申す ことが ござり まする。 もしもの ことが ござ 



りましたら、 どうぞ 長十郎 奴に お供 を 仰せつ けられ ま 

すよう に」 

こう 言いながら 長 十 郎は忠 利の 足 を そ つ と 持ち上げ 

て、 自分の 額，^ に 押し当てて 戴いた。 目に は 涙が 一ば 

い 浮かんで いた。 

「それ はいかん ぞょ」 こう 言つ て 忠利は 今まで 長十郎 

と 顔 を 見合わせて いたのに、 半分 寝返り をす るよう に 

わき 

脇 を 向いた。 

「どうぞ そうお つし やらずに」 長十郎 はまた 忠 利の 足 

を 戴いた。 

「いかんい かん」 顔 を そむけた ままで 言った。 



「ほんに そうで ござり まするな」 と 言って、 長 十郎は 

ここち 

微笑 を 含んで、 心地 よげ に 杯 を 重ねた。 

しばらくして 長 十郎が 母に 言った。 「よい 心持ちに 

酔いました。 先日から かれこれと 心づ かい をいた しま 

したせ いか、 い つもより 酒が 利いた ようで ござります- 

ご免 をこう む つて ちょっと 一 休みいた しましょう」 

こう 言って 長 十郎は 起って 居間に はいった が、 すぐ 

いびき 

に 部屋の 真ん中に 転がって、 鼾 を かきだした。 女房 

が あとから そ つ とはい つ て 枕 を 出して 当てさせた とき 

長 十郎は 「う うん」 とうな つて 寝返り をした だけで、 

また 鼾 を かき 続けて いる。 女房 はじつ と 夫の 顔 を 見て 



寺 本が 先祖 は 尾 張 国 寺 本に 住んで いた 寺 本太郎 とい 

う ものであった。 太 郎の子 内 膳 正 は 今 川 家に 仕えた。 

内 膳 正の 子が 左 兵衛、 左 兵衛の 子が 右衛門佐、 右衛門 

佐の 子が 与左衛 門で、 与 左 衛門は 朝鮮 征伐のと き、 加 

よしあき 

藤嘉 明に 属して 功が あった。 与左衛 門の 子が 八 左衛門 

で、 大阪 籠城 のとき、 後藤 基 次の 下で 働いた ことがあ 

る。 細 川 家に 召し抱えられてから、 千 石 取って、 鉄砲 

五十 挺の 頭に なって いた。 四月 二十 九日に 安養寺で 

切腹した。 五十 三 歳で ある。 藤本 猪左衛 門が <ハ錯 し 

た。 大塚は 百 五十石 取りの 横目 役で ある。 四月 二十 六 

日に 切腹した。 介錯 は 池 田 八左衛 門であった。 内 藤が 



れた」 と 言って、 家隸に 羽織 を 取らせて 切腹した。 士ロ 

じんだ ゆう きりまい ふち 

村甚 太夫が 介錯した。 井原 は 切 米 三人 扶持 十 石 を 取つ 

ていた。 切腹した とき 阿部 弥，. 一 右衛門の 家隸林 左兵衛 

おきく ものがたり 

が 介錯した。 田 中 は 阿 菊 物語 を 世に 残した お 菊が 孫で、 

あたごさん 

忠 利が 愛宕山へ 学問に 往 つたと きの 幼な 友達であった。 

忠 利が そのころ 出家しょう としたの を、 ひそかに 諫め 

た ことがある。 のちに 知行 二百 石の 側役 を 勤め、 算術 

が 達者で 用に 立った。 老年に なつてから は、 君 前で 

ずきん ゆる 

頭巾 を かむ つた まま 安座す る こと を 免され ていた。 当 

代に 追 腹 を 願っても 許されぬ ので、 六月 十九 日に 

こわき ざし 

小脇 差 を 腹に 突き立ててから 願書 を 出して、 とうとう 



日に 源覚 寺で 切腹した。 介錯 は 恵 良半衛 門が した。 津 

崎の こと は 別に 書く。 小 林 は 二人 扶持 十 石の 切 来 取り 

である。 切腹のと き、 高 野 勘 右衛門が 介錯した。 林 は 

南郷 下田 村の 百姓で あつたの を、 忠 利が 十 人 扶持 十五 

、や 力た にわ 力た 

石に 召し出して、 花畑の 館の 庭 方に した。 四月 二十 

六日に 仏巌 寺で 切腹した。 介錯 は 仲 光 半 助が した。 宫 

永 は 二人 扶持 十 石の 台所 役人で、 先代に 殉死 を 願った 

じよ-つし よ-つじ 

最初の 男であった。 四月 二十 六日に 浄照 寺で 切腹し 

た。 介錯 は 吉村嘉 右衛門が した。 この 人々 の 中には そ 

ぼ だ いしょ 

れぞれ の 家の 菩提 所に 葬られた の も あるが、 また 

こうらい もんが い おたま や 

高麗 門外 の 山中に ある 霊屋の そばに 葬られた の も ある。 



切 米 取りの 殉死 者 はわり に 多人数で あつたが、 中に 

も津崎 五助の 事蹟 は、 きわだって 面白い から 別に 書く 

^ J とに する。 

いぬ ひ 

五助 は 二人 扶持 六 石の 切 来 取りで、 忠 利の 犬牽 きで 

ある。 いつも 鷹 狩の 供 をして 野 方で 忠 利の 気に入って 

いた。 主君に ねだる ようにして、 殉死のお 許し は 受け 

こうろく 

たが、 家老た ち は 皆 言った。 「ほかの 方々 は 高禄 を 賜 

えよう 

わって、 栄耀 をした のに、 そち は 殿様のお 犬牽 きで は 

ないか。 そちが 志 は 殊勝で、 殿様のお 許しが 出た の は、 

ほ ま 

この 上 もない 誉れ じ や。 もう それでよ い。 どうぞ 死ぬ 

る こと だけ は 思い止ま つ て、 御 当主に ご 奉公して くれ 



聡 g な忠利 はな ぜ弥ー 右衛門が そうな つた かと 回想し 

てみ て、 それ は 自分が しむけた の だとい うこと に 気が 

ついた。 そして 自分の 反対す る 癖 を 改めようと 思って 

いながら、 月が かさなり 年が かさなる にしたがって、 

それが 次第に 改めに くくな つ た。 

人に は 誰が 上に も 好きな 人、 いやな 人と いう ものが 

ある。 そして なぜ 好きだ か、 いや だかと 穿鑿して みる 

ほそく よ 

と、 どうかす ると 捕捉す る ほどの 拠リ どころ がない。 

忠 利が 弥ー 右衛門 を 好かぬ の も、 そんな わけで ある。 

しかし 弥ー 右衛門と いう 男 は どこかに 人と 親しみが た 

いところ を 持って いるに 違いない。 それ は 親しい友達 



の少 いので わかる。 誰でも 立派な 侍と して 尊敬 はする。 

しかした やすく 近づこうと 試みる ものがない。 まれに 

物ず きに 近づこうと 試みる ものが あ つても、 しばらく 

する うちに 根気が 続かな くな つ て 遠ざかつ てし まう。 

まだ 猪 之 助と いって、 前髪の あつたと き、 たびたび 話 

をし かけたり、 何 かに 手 を 借して やったり していた 年 

ひま 

上の 男が、 「どうも 阿部に はっけ 入る 隙がない」 と 言つ 

て 我を折った。 そこら を 考えて みると、 忠 利が 自分の 

癖 を 改めた く 思いながら 改める y J と の 出来な か つたの 

も 怪しむ に 足りない。 

とにかく 弥 一 右衛門 は 何度 願っても 殉死の 許し を 得 



巿 太夫 も 五太 夫 も 島 原の 軍功で 新 知 一 一 百 石 を もら つ 

て 別家して いるが、 中に も巿 太夫 は 早くから 若殿 附き 

うらや 

になって いたので、 御 代替り になって 人に 羨まれる 

ひざ 

一 人で ある。 巿 太夫が 膝 を 進めた。 「なるほど。 よう 

まう V6 、 

わかりました。 実は 傍輩が 言う に は、 弥 一 右衛門 殿 は 

御先 代の 御 遺言 で 続いて 御 奉公 なさる そうな。 親子 兄 

そろ 

弟 相 変らず 揃うて お勤めな さる、 めでたい ことじ やと 

ことば 

言う ので ござります。 その 詞が何 か 意味 ありげ で 歯 

が ゆう ござりました」 

父弥ー 右衛門 は 笑った。 「そうであろう。 目の 先ば 

ちかめ 

かり 見える 近眼 ども を 相手に するな。 そこで その 死な 



ぬ はずの おれが 死んだら、 お許しの なかった おれの 子 

あなど 

じ やというて、 おぬした ち を 侮る もの もあろう。 お 

れの 子に 生まれた の は 運 じ や。 しょうこ とがない。 恥 

を 受ける とき は 一 しょに 受けい。 兄弟喧嘩 をす るな よ _ 

さあ、 瓢箪で 腹 を 切る の をよう 見て おけ」 

こう 言って おいて、 弥ー 右衛門 は 子供ら の 面前で 切 

腹して、 自分で 首筋 を 左から 右へ 刺し貫いて 死んだ。 

父の 心 を 測り かねていた 五 人の子 供ら は、 このと き悲 

しく はあった が、 それと 同時に これまでの 不安心な 

きょうが い 

境界 を 一歩 離れて、 重荷の 一 つ をお ろした ように 感 

じた。 



と を 継がせられた。 嫡子の ある 限り は、 いかに 幼少で 

も びぼう じん 

も その 数に は 漏れない。 未亡人、 老父 母に は 扶持が 与 

えられる。 家屋敷 を 拝領して、 作 事まで も 上から しむ 

けられる。 先代が 格別 入懇 にせられた 家柄で、 死 天の 

旅のお 供に さえ 立った の だから、 家中の ものが 羨み 

ね -こ 

はしても 妬み はしない。 

しかるに 一種 変った 跡目の 処分 を 受けた の は、 阿部 

弥ー 右衛門の 遺族で ある。 嫡子 権 兵衛は 父の 跡 を その 

まま 継ぐ ことが 出来ずに、 弥ー 右衛門が 千 五百石の 知 

行 は 細かに 割いて 弟た ちへ も 配分 せられた。 一族の 知 

行 を 合わせて みれば、 前に 変った こと はない が、 本家 



に 奉公して いたのに 殉死 しないと 言って、 家中の もの 

が 卑しんだ。 さてわず かに 二三 日 を 隔てて 弥ー 右衛門 

は 立派に 切腹した が、 事の 当否 は 措いて、 一 旦 受けた 

侮辱 は 容易に 消えが たく、 誰も 弥 一 右衛門 を 褒める も 

かみ いがい おたま や 

のがない。 上で は弥ー 右衛門の 遺骸 を 霊屋の かたわら 

に 葬る こと を 許した ので あるから、 跡目相続の 上に も 

強いて 境界 を 立てずに おいて、 殉死 者 一同と 同じ 扱い 

をして よかった ので ある。 そうしたなら 阿部 一族 は 

めんぼく 

面目 を 施して、 こぞって 忠勤 を 励んだ のであろう。 し 

かるに 上で 一段 下がった 扱い をした ので、 家中の もの 

K- べつ おお, P ナ 

の 阿部 家 侮蔑の 念が 公 に 認められた 形に なった。 権 



る。 この 場に 詰めていた 侍 ども も、 不意の 出来事に 驚 

ま. ぅぜし 

き あきれて、 茫然と して 見て いたが、 権 兵衛が 何事 も 

ないように、 自若と して 五六 歩 退いた とき、 一人の 侍 

がよう よう 我に 返って、 「阿部 殿、 お待ちな されい」 と 

呼びかけながら、 追いす がって 押し止めた。 続いて 二 

三人 立ち かかって、 権 兵衛を 別間に 連れて はいった。 

つめし ゆう 

権 兵衛が 詰 衆 に 尋ねられて 答えた ところ はこうで 

ある。 貴殿ら は それがし を 乱心者の ように 思われる で 

あろうが、 全く さような わけで はない。 父弥ー 右衛門 

かきん 

は 一生 瑕瑾 のない 御 奉公 をいた したれば こそ、 故 殿様 

のお 許し を 得ずに 切腹しても、 殉死 者の 列に 加えられ、 



えた。 そこで 更闌 けて 抜き 足 をして、 後ろ 口から 薄暗 

たけがき なわ 

い 庭へ 出て、 阿部 家との 境の 竹垣の 結び 緦を ことごと 

く 切って おいた。 それから 帰って 身支度 をして、 長 押 

てゃリ たか さや 

にかけ た 手 槍 をお ろし、 鷹の 羽の 紋の 付いた 鞘 を 払つ 

て、 夜の 明ける の を 待って いた。 

討 手と して 阿部の 屋敷の 表門に 向う ことにな つた 竹 

内 数 馬 は、 武道の 誉れ ある 家に 生まれた ものである。 

,， ちきゅう 

先祖 は 細 川 高 国の 手に 属して、 強弓の 名 を 得た 島 村 

だんじょ うたかの リ きょうろ く せつつ のく に あまがさき 

弾 正 貴 則 である。 享禄 四 年に 高 国が 摂津国 尼 崎 に 

りょうわき はさ 

敗れた とき、 弾 正 は 敵 二人 を 両腋に 挟んで 海に 飛び 



兵 衛に五 人の 男子が あった。 長男 はや は リ吉兵 衛と名 

て.'. まつ ナん ざん 

のった が、 のち 剃髪して 八 隅 見 山と いった。 二 男 は 七 

郎 右衛門、 三男 は次郎 太夫、 四 男 は 八 兵衛、 五男が す 

なわち 数 馬で ある。 

数 馬は忠 利の 児 小姓 を 勤めて、 島 原 征伐のと き 殿様 

の そばに いた。 寛 永 十五 年 二月 二十 五日 細 川の 手の も 

のが 城 を 乗り取ろ うとした とき、 数 馬が 「どうぞお 

さきて 

先手へ おつかわし 下されい」 と忠 利に 願った。 忠利は 

聴かなかった。 押し返して ねだる ように 願う と、 忠利 

が 立腹して、 I 小悴、 勝手にう せおれ」 と 叫んだ。 数 馬 

は そのと き 十六 歳で ある。 「あつ」 と 言い さま 龃け出 



せき かねみ つ 

数 馬に 関 兼 光の 脇差 を やって、 禄を千 百 五十石に 加増 

すぐ やき よこ やす リ くよう 

した。 脇差 は 一 尺八 寸、 直 焼 無銘、 横鑪、 銀の 九曜の 

みつなら めぬき しゃくど うぶち きん ごしら 

三 並びの 目 貫、 赤銅 縁、 金斿 えで ある。 目 貫の 穴 は 

二つあって、 一 つ は 鉛で 塡め てあつた。 忠利 はこの 脇 

差 を 秘蔵して いたので、 数 馬に やつてから も、 登城の 

ときな どに は、 「数 馬 あの 脇差 を 貸せ」 と 言って、 借リ 

て 差した こと も たびたび ある。 

光尚に 阿部の 討 手 を 言い つけられて、 数 馬が 喜んで 

ま うま ^ 

詰 所へ 下がる と、 傍輩の 一 人が ささやいた。 

「奸 物に も 取りえ は ある。 おぬしに 表門の 采配を振ら 

せる と は、 林 殿に して はよ く 出来た」 



数 馬 は 耳 を そば だてた。 「なに このたびのお 役目 は 

げ き 

外 記が 申し上げて 仰せ つけられた のか」 

「そうじゃ。 外 記 殿が 殿様に 言われた。 数 馬 は 御先 代 

が 出 格のお 取 立て をな された もの じ や。 ご 恩 報じに あ 

れを おやりな されい と言われた。 もっけの 幸いで はな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

みけん しわ 

「ふん」 と 言った 数 馬の 眉間に は、 深い 皺が 刻まれた。 

「よい わ。 討死す るまでの ことじ や」 こう 言い放って、 

数 馬 はついと 起って 館 を 下がった。 

このと きの 数 馬の 様子 を 光尚が 聞いて、 竹 内の 屋敷 

へ K い を やって、 「怪我 をせ ぬよう に、 首尾よく いたし 



ことば 

て 参れ」 と 言わせた。 数 馬 は 「ありがた いお 詞を たし 

かに 承った と 申し上げて 下されい」 と 言った。 

数 馬 は 傍輩の 口から、 外 記が 自分 を 推して このたび 

の 役に 当ら せた の だと 聞く や 否や、 即時に 討死 をし よ 

うと 決心した。 それが どうしても 動かす ことの 出来ぬ 

ほど 堅 固な 決心 であった。 外 記 は > J 恩 報じ を させる と 

言った という ことで ある。 この 詞 ははから ず 聞いた の 

すす 

であるが、 実は 聞く まで もない、 外 記が 薦める に は、 

そう 言って 薦める にき まっている。 こう 思う と、 数 馬 

は 立っても すわっても いられぬ ような 気がする。 自分 

は 御先 代の 引立て をこう むった に は 違いない。 しかし 



して 十文字の 槍 を 持って 出た。 

竹 内 数 馬の 手に 島徳 右衛門が いるよう に、 高見 権 右 

衛門は 一 人の 小姓 を 連れている。 阿部 一族の ことの 

あった 二三 年 前の 夏の 日に、 この 小姓 は 非番で 部屋に 

昼寝 をして いた。 そこへ 相役の 一人が 供 先から 帰って 

ま はだか ておけ さ 

真裸に なって、 手桶 を 提げて 井戸へ 水 を 汲みに 行き か 

けたが、 ふと この 小姓の 寝て いるの を 見て、 「おれが お 

供から 帰った に、 水 も 汲んで くれずに 寝て おる かい」 

と 言い ざまに 枕 を 蹴った。 小姓 は 跳ね起きた。 

「なるほど。 目が さめて おったら、 水 も 汲んで やろう _ 

じ やが 枕 を 足蹴に するとい う ことがあ るか。 このまま 



小姓 は菔を 負い 半弓 を 取って、 主の かたわらに 引 

き 添った。 

むぎあき 

寛 永 十九 年 四月 一 一十 一 日 は 麦秋に よく ある 薄曇りの 

日で あ つ た。 

阿部 一 族の 立て籠つ ている 山 崎の 屋敷に 討ち入ろう 

ふ つぎよう 

として、 竹 内 数 馬の 手の もの は 払暁 に 表門の 前に 来た。 

夜通し 鉦 太鼓 を 鳴らして いた 屋敷のう ちが、 今 は ひつ 

あきや とびら 

そりと して 空 家 かと 思われる ほどで ある。 門の 扉 は 

とざ キ. J ょラち < とラ 

鎖して ある。 板塀の 上に 二三 尺 伸びて いる 夾竹桃の 

1 つ ら くち 

木末に は、 蜘の いが かかって いて、 それに 夜露が 真珠 



野の 屋敷の 前まで 引き上げて、 阿部の 一 族 を 残らず 討 

ち 取った こと を 執 奏して もらった。 光尚 はじきに 逢お 

うと 言って、 権 右衛門 を 書院の 庭に 廻らせた。 

う かき 

ちょうど 卯の花の 真っ白に 咲いて いる 垣の 間に、 小 

さい 枝 折 戸の あるの を あけて はいって、 権 右衛門 は 芝 

生の 上に 突 &た。 光尚が 見て、 「手 を 負った な、 一 段 骨 

折りであった」 と 声をかけた。 黒 羽二重の 衣服が 血み 

どれに なって、 それに 引上げの とき 小屋の 火 を 踏み消 

したと き 飛び散った 炭 や 灰が まだらに ついてい たので 

ある。 

きず 

「いえ。 かすり 創で ござります る」 権 右衛門 は 何者か 



中 を ぼんと 打った。 十 太夫 は 色 を 失って、 ゆるんで い 

はかま ひも 

た 袴の 紐 を 締め 直そうと したが、 手が ふるえて 締ま 

ら なか つたそう である。 

光尚 は 座 を 起つ とき 言った。 「皆 出 I ^であった ぞ。 

帰つ て 休息いた せ」 

竹 内 数 馬の 幼い 娘に は 養子 を させて 家督相続 を 許さ 

れ たが、 この 家 はの ちに 絶えた。 高見 権 右衛門 は 三百 

かく 

石、 千 場 作 兵衛、 野 村庄 兵 衛は各 五十石の 加増 を 受け 

こめ だけん もつ たに くらのすけ 

た。 柄 本 又 七 郎へは 来田監 物が 承って 組頭 谷 内蔵 之 允 

ほめことば しんせき ほうゆう 

を 使者に やって、 賞詞が あった。 親戚 朋友が よろこ 



び を 言いに 来る と、 又 七郎は 笑って、 「元 亀 天 正の ころ 

は、 城 攻め 野合せ が 朝夕の 飯 同様であった、 阿部 一族 

討 取り なぞ は 茶 の 子の 茶の 子の 朝 茶の 子 じ や」 と 言 つ 

た。 二 年 立って、 正 保 元年の 夏、 又 七郎は 創が # えて 

光尚に 拝謁した。 光尚 は 鉄砲 十 挺 を 預けて、 「創が 根 

治す るよう に 湯治が したくば いたせ、 また 府 外に 別荘 

地 をつ かわす から、 場所 を 望め」 と 言った。 又 七郎は 

ましき やぶ やま 

益 城 小 池 村に 屋敷 地 を もらった。 その 背後が 藪 山で あ 

る。 「藪 山 もっか わそう か」 と、 光尚が 言わせた。 又 七 

郎は それ を 辞退した。 竹 は 平日 も ご用に 立つ。 戦争で 

も あると、 竹 束が たくさん いる。 それ を 私 に 拝領し 
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